
















７. 油脂工業 (以上, 本号)
８. 染料工業 (以下, 次号)
９. ゴム工業  . 酸・アルカリ工業  . 電気化学工業  . 薬品工業  . 液体燃料・アルコール工業  . その他化学工業  . まとめ
満洲の化学工業 (上)





３月には日本政府が ｢日満経済統制方策要綱｣ を閣議決定し, 適地適応主義による日満経済の
一体的建設方針が示される２)｡ ここでは ｢各種事業の性質, 態様乃至其の統制を必要とする事
由等｣ により満洲における主要産業が３種に区分された｡ 化学工業では ｢支配的地位を有する
特殊の会社をして経営せしめ直接又は間接に帝国政府の特別なる保護監督を受けしむ｣ 部門と
して, 石油業, 代用液体燃料工業, 硫安工業, ソーダ工業が, ｢努めて奨励助長の趣旨に於て
適当なる行政的乃至資本的統制の措置｣ を与える部門として, パルプ工業, 油脂工業があげら
れている｡ これらの産業部門は ｢其の急速なる発達を期す｣ とされる重要産業であった３)｡ さ
らに    年１月  日付関東軍司令部 ｢満洲産業開発五年計画綱要｣ において有事を想定した満
洲国内での資源の ｢現地開発｣ と ｢自給自足ト日本不足資源ノ供給｣ が満洲国の産業開発の基
本方針とされた４)｡ これに基づき満洲産業開発５カ年計画が発動され, 同年５月に公布される
｢重要産業統制法｣ において化学工業では液体燃料製造業, 曹達製造業, 肥料製造業, パルプ







ロ的な計量分析ではあるが, 産業単位で検討した先駆的研究が, 石川滋 ｢終戦にいたるまでの




圧倒して行った過程を明らかにした７)｡ また, 工業生産においては ｢大部分の品目において
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２) 山本有造 『｢満洲国｣ 経済史研究』 名古屋大学出版会,     年,      ‒  ｡
３) 『現代史資料７ (満洲事変)』 みすず書房,     年,       ‒   ｡
４) 原朗 ｢    年代の満洲経済統制政策｣ (満洲史研究会編 『日本帝国主義下の満洲』 御茶の水書房,    年),      ‒  ｡
５) 山本有造, 前掲 『｢満洲国｣ 経済史研究』,      ‒  ｡






























９) 山本有造 ｢『満洲国』 生産力のマクロ的研究・序説｣ (『経済研究』 第  巻第２号,     年) および
山本有造 ｢『満洲国』 鉱工業生産力の水準と構造｣ (『人文学報』 第  号,     年)｡  ) 田島俊雄 ｢中国化学工業の源流―永利化工・天原電化・満洲化学・満洲電化―｣ (『中国研究月報』
第  巻第  号,     年)｡  ) 田中泰夫 ｢工業化学会満洲支部と 『満洲』 における化学工業｣ Ⅰ, Ⅱ (『化学史研究』 第  号,     
年, 第  号,     年)｡  ) 田島俊雄, 前掲 ｢中国化学工業の源流―永利化工・天原電化・満洲化学・満洲電化―｣,    ｡  ) これら以外に満洲重化学工業を検討した研究として, 小島精一 ｢満洲重工業の今昔｣ (『明治学院論
叢』 第  巻第２号,     年) がある｡ しかし, 同論文は満洲工業を概観した水準にあり本稿で取り上
げるべき論点は示されていない｡
                                                               





そして, その要因として, 労働賃金水準の低廉性, 糧棧との ｢聯号関係｣ を利用した原料大豆
の安価な調達, 民族資本系油房内部の経営システムの ｢自己変革｣ の３点を強調する  )｡ 石田
論文は満洲油房業の産業分析として本格的かつ優れた研究成果と評価し得る｡ しかし, 満洲に
おける化学工業を包括的に対象とし, 企業レベルでその産業構造的な特質を明らかにしようと
















伊藤武夫 ｢満洲事変後の液体燃料政策｣ は, 石油業法を軸にした日本の石油市場と液体燃料政
策について検討した研究であるが,     年９月の満洲石油株式会社の設立と  年  月の石油専
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  ) 石田武彦 ｢二〇世紀初頭中国東北における油房業の展開過程｣ (『北大史学』 第  号,     年)｡  ) 同上,      ‒  ｡  ) 同上,      ‒  ｡  ) 小峰和夫 ｢日本商社と満洲油房業｣ (『日本大学農獣医学部一般教養研究紀要』 第  号,     年)｡  ) 同上,     ｡  ) 大塩武 『日窒コンツェルンの研究』 日本経済評論社,     年｡  ) 同上,       ‒   ｡
                                                               
















  ) 伊藤武夫 ｢満洲事変後の液体燃料政策｣ (『立命館産業社会論集』 第  巻第４号,     年),     ｡  ) 中村忠一 ｢化学工業の戦時統制｣ (『立命館経営学』 第６巻第５・６号,     年)｡  ) 満洲塩業株式会社の主業務は塩田開発とそこでの原塩生産であった｡ もちろん製塩副産物の苦汁を
利用した塩化マグネシウムや臭素製造など副産物工業は行なわれていたが, 満洲塩業の事業内容は化
学工業として区分できないと考える｡ 満洲塩業については, 同社の実質的な親会社であった大日本塩

















ておく｡ 検討に用いた基礎データは満洲における法人企業調査である｡ 具体的には,     年６
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図表‒２ 満州の工業投資指数
産業部門                                        
化学   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)     (―)
紡績    ( ％)    ( ％)    ( ％)    ( ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     (―)
金属精錬   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)     (―)
機械器具    ( ％)    ( ％)    ( ％)    ( ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     (―)
窯業    ( ％)    ( ％)    ( ％)    ( ％)     ( ％)     ( ％)    (  ％)     (―)
食料品   (  ％)   (  ％)   (  ％)   (  ％)     ( ％)    ( ％)    ( ％)     (―)
電気 … ( ％) … ( ％)   (  ％)   (  ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)     (―)
ガス    (  ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     ( ％)     (―)
製材    ( ％)    ( ％)    ( ％)    ( ％)     ( ％)    ( ％)     ( ％)     (―)
雑業   ( ％)   ( ％)    ( ％)    ( ％)    (  ％)    (  ％)    (  ％)     (―)
総計      ％)   (   ％)   (   ％)   (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)    (   ％)
出典) 満州中央銀行調査課 ｢満州国開国以来之鉱工業観察 (康徳９年９月)｣ (『張公権文書』,    ‒  ) より作成｡
注) １. カッコ内の数字は構成比｡
図表‒３ 満洲における工業生産指数の変化
産業部門     年     年     年     年     年     年     年     年
化学工業                                              
鉱業                                               
金属工業                                              
機械器具工業                                              
窯業                                               
林業                                               
電気ガス工業                                              
生産財工業                                              
食料品工業                                         
製紙工業                                             
繊維工業                                               
煙草・マッチ工業                                               
消費財工業                                              
全工業平均                                              
出所) ｢満洲生産指数｣, (『張公権文書』,   ‒  ) より作成｡
注) １. 化学工業の算定に利用された品目とウエイトは, 硫安 (   ), ソーダ灰 (   ), 豆粕 (   ), 豆油 (   ),
アルコール (   ), 塗料 (   ), パルプ (   ) である｡
２. 生産指数の算定式は,     年‒    年の生産額の月別平均を基数とする加重幾何平均｡
                                                               
月現在のデータは日清興信所 『満洲会社興信録 大正  年版』,     年５月現在のデータが大
連商工会議所 『満洲銀行会社年鑑 昭和  年版』,     年  月現在のデータが大連商工会議所
『満洲銀行会社年鑑 昭和  年版』 である｡ これらの資料は全て各時点における法人企業のス
トックデータを示す｡ 収録企業のカバレッジは, 『満洲会社興信録 大正  年版』 が   社, 大
連商工会議所 『満洲銀行会社年鑑 昭和  年版』 が    社, 大連商工会議所 『満洲銀行会社年
鑑 昭和  年版』 が    社である｡ 満洲に設立された企業データとしては, 系統的な利用が可
能な, 最も充実したデータ群と言ってよい｡




基盤が動揺し, その編成が大きく変容するのがこの時期であった｡ 『満洲銀行会社年鑑 昭和  年版』 が調査対象とする    年は, 満洲国が成立し産業開発５ヵ年計画が発動される直前の
時期である｡ この時期には日満財政経済研究会や満鉄経済調査会による満洲産業開発計画の骨
子が成案し, 各産業部門でそれに向けた体制構築へと具体的に進展する時期に該当する｡ 最後
















会社数 (ａ) 払込資本金額 (ｂ) 会社数 (ｃ) 払込資本金額 (ｄ)    年６月                             ％   ％    年５月                               ％   ％    年  月                                 ％   ％











倍に増大する｡ しかし, 満洲における法人企業全体に占める構成比は  ％となり, むしろ  
％であるがその構成比を低下させている｡ 化学工業における企業の新設スピードを上回るテン
















次に化学工業における企業編成の特質について検討する｡ 図表‒５は    年６月,   年５月,  年  月現在で確認できる満洲の化学工業法人企業を払込資本金額に応じて整理した表である｡  年では企業数が最大であるのは  万円以上  万円未満の階層で  社が存在し, その構成比は   ％である｡ この階層を中心に  万円以上   万円未満の層が   ％,   万円未満の零細規
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  ) 山本有造, 前掲 『｢満洲国｣ 経済史研究』,     ｡
                                                               
模層が   ％を構成する｡ これが  年になると    万円以上の企業が１社出現する｡ これは    年に資本金    万円 (    万円払込) で設立される満洲化学工業株式会社である｡   年で
最大比率を占めた  万円以上  万円未満の階層は企業数を  社に増大させるがその構成比はむ
しろ   ％と低下する｡ その上層の  万円以上   万円未満の階層も同様に構成比を  ％と大
幅に低下させる｡ これに対して,   年では３社,    ％に過ぎなかった   万円以上   万円未























企業数 払込資本金総額 企業数 払込資本金総額 企業数 払込資本金総額    万円以上     ％     ％     ％             ％     ％              ％   万円～    万円未満     ％     ％     ％     ％      ％             ％   万円～   万円未満      ％            ％       ％             ％       ％             ％  万円～   万円未満      ％            ％     ％           ％      ％           ％  万円～  万円未満       ％            ％       ％           ％        ％            ％  万円未満      ％          ％       ％          ％        ％           ％
総 計        ％              ％        ％              ％         ％               ％
出所) 日清興信所編 『満洲会社興信録 大正十一年版』,     年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十一年版』,    年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡
                                                               
増する｡ 払込資本金総額の構成比では,     万円以上の層が   ％を占有し,    万円以上の
層と一括すると, 満洲における化学工業企業の払込資本金総額の   ％がこの階層の企業の資

















る｡ 掲出された  社の中でそれぞれ６社の特殊会社および準特殊会社が存在する｡ また, これ
ら払込資本金   万円以上の大企業の大半が    年代後半から  年代に設立されていることが
確認できる｡ この点に着目すれば, 満洲における化学工業は    年代後半期から本格的な展開
をしたと言ってよい｡ 図表‒７で見る限り,     年代に新設される企業は存在せず,     年代
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図表‒６ 満洲における化学工業の企業規模と法人形態 (単位：円)
調査年 会社形態
    万円以上    万円以上   万円以上  万円以上  万円未満 合計
社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額 社数 払込資本金額    年 株式会社                                      
合資会社                                    
合名会社
合 計                                            年 株式会社                                              
合資会社                                       
合名会社                        
合 計                                                            年 株式会社                                                                      
合資会社                                          
合名会社                                         
合 計                                                                          




企業名 払込資本金額 設立年 会社形態 事業内容
吉林人造石油株式会社                特殊 液体燃料
満洲合成燃料株式会社               特殊 液体燃料
満洲石油株式会社               特殊 石油
満洲電気化学工業株式会社               特殊 カーバイド
満洲化学工業株式会社               化学肥料
満洲曹達株式会社               準特殊 ソーダ
満洲硫安工業株式会社               特殊 化学肥料
東洋人繊株式会社               人造繊維
東洋タイヤ工業株式会社               ゴム
満洲火薬工業株式会社              特殊 火薬
満洲パルプ工業株式会社              パルプ
東満洲人絹パルプ株式会社              パルプ
錦州パルプ株式会社              パルプ
満洲大豆化学工業株式会社              準特殊 油脂
株式会社満洲石炭液化研究所              準特殊 液体燃料
満洲油脂株式会社              油脂
東洋パルプ株式会社              パルプ
満洲豆稈パルプ株式会社              準特殊 パルプ
日満パルプ製造株式会社              パルプ
満洲林産化学工業株式会社              薬品
株式会社三泰油房              油脂
康徳葦パルプ株式会社              パルプ
奉天曹達株式会社              ソーダ
鴨緑江製紙株式会社              製紙
日本精鑞株式会社              その他
満洲棉実工業株式会社              油脂
満洲炭素工業株式会社              準特殊 電気化学
満洲特殊製紙株式会社              準特殊 製紙
太陽ゴム株式会社              ゴム
大同酒精株式会社              アルコール
満洲再生ゴム工業株式会社              ゴム
亜細亜ゴム工業株式会社              ゴム
高粱化学工業株式会社              アルコール
満洲合成ゴム工業株式会社              ゴム
関東州興業株式会社              アルコール
大和染料株式会社              染料
関東州加里工業株式会社              塩副産物
国華護謨工業株式会社              ゴム
満洲紙工株式会社              製紙
満洲関西ペイント株式会社              塗料
満洲皮革株式会社              皮革


















本的に基礎データとして用いた 『満洲銀行会社年鑑 昭和十七年版』 に依拠している  )｡ また,
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図表‒８ 化学工業企業の払込資本金額別の順位 (1942年10月) (単位：円)
会社名 規模別順位 払込資本金 設立年 事業内容
吉林人造石油株式会社 特殊                       液体燃料
満洲合成燃料株式会社 特殊                       液体燃料
満洲石油株式会社 特殊                       石油採掘・精製
満洲電気化学工業株式会社 特殊                       カーバイド
満洲化学工業株式会社                       肥料
満洲曹達株式会社 準特殊                       曹達
満洲硫安工業株式会社 特殊                       肥料
東洋タイヤ工業株式会社                       ゴム
東洋人繊株式会社                       人造繊維
満洲火薬工業株式会社 特殊                      火薬
満洲大豆化学工業株式会社 準特殊                      製油
満洲パルプ工業株式会社                      パルプ
東満洲人絹パルプ株式会社                      パルプ
錦州パルプ株式会社                      パルプ
出所) 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡






討する本稿の目的から, 部門を重複して企業を分別することは避けた｡ その結果として, 企業
の事業分類には恣意性と一定のバイアスが含まれることをあらかじめ付け加えておきたい｡ そ
うした作業の結果に基づき本稿では満洲における化学工業を暫定的に, ①石炭乾留・木炭・マ
ッチ工業, ②皮革工業, ③製紙工業, ④油脂工業, ⑤染料工業, ⑥ゴム工業, ⑦酸・アルカリ
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図表‒10 化学工業の特殊会社資本金変化 (単位：千円)
会社名 資本金額     年     年     年     年     年     年     年     年     年     年
大同酒精
公称資本金額                                                  
払込資本金額                                                  
満洲石油
公称資本金額                                                    
払込資本金額                                                   
満洲油化工業
公称資本金額                                    
解散
払込資本金額                              
満洲塩業
公称資本金額                                       
払込資本金額                                       
満洲曹達
公称資本金額                                      
払込資本金額                                      
満州合成燃料
公称資本金額                                    
払込資本金額                                    
満洲電気化学
公称資本金額                              
払込資本金額                            
満洲硫安工業
公称資本金額                        
払込資本金額                        
満洲石炭液化
公称資本金額                     





公称資本金額                  
















体で第６位, 工業部門では食料品工業, その他工業, 機械器具工業に次いで法人企業が存在し
ていたことが分かる｡ 払込資本金総額では  ％の比率を占め, 産業全体では交通・運輸業,





化学工業       ％             ％
鉱業       ％               ％
金属工業       ％             ％
機械器具工業       ％             ％
窯業       ％             ％
製材・木製品工業       ％            ％
紡織・染色工業       ％             ％
食料品工業       ％             ％
印刷・製本業      ％            ％
その他工業       ％             ％
交通・運輸業       ％               ％
電気・ガス工業     ％             ％
倉庫・保険・通信業      ％            ％
金融業      ％            ％
銀行業      ％            ％
無尽業      ％           ％
投資会社     ％             ％
商業         ％             ％
市場・取引所・清算会社     ％           ％
拓殖・興業       ％             ％
不動産業       ％             ％
請負・労力供給業       ％             ％
出版業      ％           ％
旅館・娯楽業      ％            ％
雑業       ％            ％
総計          ％                ％
出所) 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡












立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
図表‒12 払込資本金100万円以上の企業の産業部門別構成 (単位：円)
産業部門 企業数 特殊会社数 準特殊会社数 払込資本金総額
化学工業                    ％
鉱業                      ％
金属工業                    ％
機械器具工業                    ％
窯業               ％
製材・木製品工業               ％
紡織・染色工業                  ％
食料品工業               ％
印刷・製本業               ％
その他工業                ％
交通・運輸業                    ％
電気・ガス工業                   ％
倉庫・保険・通信業                  ％
金融業              ％
銀行業                 ％
無尽業       ％
投資会社                 ％
商業                    ％
市場・取引所・清算会社             ％
拓殖・興業                ％
不動産業                 ％
請負・労力供給業               ％
出版業             ％
旅館・娯楽業                ％
雑業             ％
総計                          ％
出所) 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡




業分野別に企業数, 払込資本金総額, 平均資本金規模を集計したものである｡ 同表は    年６
月現在,   年５月現在,   年  月現在の各データをクロス集計し作表したもので,   年  月現
在のデータを集計した図表‒11とは合計値が異なる｡ 会社清算や吸収合併などにより  年  月
現在のデータから脱落する企業をクロス集計によって収録した結果である｡ 図表‒13によれば















事業分野 企業数 払込資本金総額 平均資本金規模
油脂        ％            ％       
薬品       ％            ％       
パルプ・製紙      ％             ％        
ゴム      ％            ％        
石炭乾留・木炭・マッチ      ％           ％       
酸・アルカリ      ％            ％        
皮革      ％           ％       
染料      ％           ％       
電気化学      ％            ％        
液体燃料・アルコール      ％              ％         
その他      ％           ％       
総計         ％               ％        
出所) 日清興信所編 『満洲会社興信録 大正十一年版』,     年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年
鑑 昭和十一年版』,     年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年よ
り作成｡
注) １. 薬品には, 火薬, 化粧品製造業を含む｡
２. 油脂には, 製油, 油房, 塗料, 石鹸製造業を含む
                                                                
４. 石炭乾留・木炭・マッチ工業
石炭乾留工業は, 石炭を乾留して生成されたタールやガスを再処理して爆薬, 染料, 肥料,
液体燃料などを製造する有機合成化学の基礎工業である｡ タール生成は骸炭製造の副産物であ
りその意味では骸炭製造が不可欠な製鉄会社を中心に発展した  )｡ コークス炉を有してタール
生成を行なう主な企業としては, 株式会社昭和製鋼所, 本渓湖煤鉄股 有限公司, 東辺道開発
株式会社などの製鉄会社, 南満洲瓦斯株式会社, 満洲瓦斯株式会社のガス会社, 撫順炭砿, 満
洲化学工業株式会社があった  )｡ これらコークス炉から生成されるタールの性質や生成量は炉
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図表‒14 満洲化学工業企業の事業分野別設立動向 (単位：社)











その他 合計    －                －                       －                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
合 計                                      
出所) 日清興信所編 『満洲会社興信録 大正十一年版』,     年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十一年版』,    年, 大連商工会議所編 『満州銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡
注) １. 薬品には, 火薬, 化粧品製造業を含む｡
２. 油脂には, 製油, 油房, 塗料, 石鹸製造業を含む
  ) 満洲鉱工技術員協会編 『満洲鉱工年鑑 康徳十一年版』 東亜文化図書,     年,      ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』 亜細亜書房,     年,       ‒   ｡
                                                                















た  )｡ しかし,     年  月に吉林の軸木材の利用を目的として長春に日清燐寸株式会社 (資本
金額  万円, 払込金額  万円,     年  月現在, 以下同様) が設立される｡ この日清燐寸が満
洲における最初の日系マッチ会社であった  )｡ これ以降,     年に安東燐寸株式会社 (５万円,
１万    円),     年に吉林燐寸株式会社 (  万円全額払込),     年に満洲燐寸株式会社 (  






ように, 満洲最大のマッチ製造会社となった  )｡ 吉林燐寸は日中合弁として設立されたが, そ
満洲の化学工業 (上)    
  ) 工業化学会満洲支部編 『満洲の資源と化学工業 増訂改版』 丸善,     年,       ‒   ｡  ) 『満洲国現勢 康徳九年版』 満洲国通信社,     年,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社東亜経済調査局 『内地化学工業に対する満洲の価値』 (『経済資料』 第  巻第８
号),     年,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課 『満洲に於ける燐寸工業』 (満鉄調査資料第  編),     年,       ‒   ｡  ) 南満洲鉄道株式会社東亜経済調査局, 『我国に於ける化学工業の発達』 (『経済資料』 第  巻第２号),    年,       ‒   ｡  ) 満史会編 『満洲産業開発四十年史』 下巻,     年,       ‒   ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける燐寸工業』,      ｡
                                                                
の後に中国側株式を買収し完全な日系企業となる｡ これら日系企業以外の代表的な中国系企業
としては,     年に営口において設立された関東火柴製造株式会社 (  万円,   万円),     

























して  社を確認できる｡ その内訳は石炭乾留工業が７社, 木炭製造が５社, マッチ製造が４社
であった｡ 図表‒16はそれらのうち払込資本金額が  万円以上の６社を掲出したものである｡
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(単位：箱)    年           年           年           年           年           年           年           年           年           年           年       
出所) 鉱工事業所 ｢東北地区燐寸工業概要 (民国  年  月)｣,
(『張公権文書』,   ‐  ) より作成｡
図表‒16 石炭乾留・木炭・マッチ製造部門の主要企業 (1942年10月現在)
企業名 設立年 公称資本金額 払込資本金額 会社所在地 事業内容
精炭工業株式会社                      新京特別市 半成骸炭・低温タール製造
吉林燐寸株式会社                    吉林市 燐寸製造
満洲木精工業株式会社                    奉天市 木材乾溜木炭・副産物製造
大連燐寸株式会社                    大連市 燐寸製造
日清燐寸株式会社                    新京特別市 燐寸製造
満洲炭化工業合資会社      ―        奉天市 コークス製造
出所) 大連商工会議所編 『満洲銀行会社年鑑 昭和十七年版』,     年より作成｡
注) １. 払込資本金額  万円以上の企業｡
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  ) 南満洲鉄道株式会社東亜経済調査局, 前掲 『内地化学工業に対する満洲の価値』,      ‒  ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,      ｡  ) 工業化学会満洲支部編, 前掲 『満洲の資源と化学工業 増訂改版』,       ‒   ｡  ) ただし, ゼラチン, 膠製造の満洲における最大企業は    年３月に設立された満蒙殖産株式会社で
あった (工業化学会満洲支部編, 前掲 『満洲の資源と化学工業 増訂改版』,       ‒   )｡ しかし,
満蒙殖産の営業目的には皮革工業が掲出されていないこと, さらにその事業内容は骨粉製造が主体で
あることを考慮し, 本稿では満蒙殖産は ｢その他化学工業｣ に分類した｡
図表‒17 皮革製造部門の主要企業 (1942年10月現在)
企業名 設立年 公称資本金額 払込資本金額 会社所在地 事業内容
満洲皮革株式会社                      奉天市 皮革類加工・製造
東亜毛皮革株式会社                      奉天市 皮革類加工・製造
大滝化学工業株式会社                    奉天市 膠皮・ゼラチン製造
泰東皮革株式会社                     大連市 皮革類加工・製造















































目的で満洲豆稈パルプ株式会社 (新京特別市, 事業所は開原) が, 満洲国政府, 満鉄, 酒井繊
維工業株式会社などの出資により設立されている  )｡ これら２社は１年生植物を原料とする点
で画期的なパルプ工業会社であった｡    年には巨大パルプ工業会社が２社設立された｡ １社は資本金    万円 (   万円払込,    年  月現在) で６月に錦州において設立された錦州パルプ株式会社であり, 他の１社は資
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社の設立から始まる｡     年８月, 大連に合資会社松浦製紙が設立され塵紙, 焼紙の製紙を行





























同社は新京, 哈爾浜, 奉天, 大連の満洲主要都市に廃紙処理工場を設置し, 吉林, 営城の２工









った｡ 図表‒18は主要製紙会社の    年代の生産状況を示した表である｡     ,   年を生産の
ピークとして大半の企業が生産実績を急減させている点が確認できる｡ 最後に, パルプ工業お
よび製紙業の企業構成について確認する｡     年  月現在のデータで確認できる満洲における
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(    年) 年産能力 生産実績    年     年     年     年     年
錦州パルプ    名       ― ―                  
満洲豆稈パルプ    名      ―                   
東洋パルプ    名      ― ―               
満洲パルプ工業    名      ― ― ― ―    
鴨緑江製紙    名                                   
六合製紙    名                         
安東製紙    名                         
満洲特殊製紙 ―      ―                    
満洲紙工    名                               
満洲製紙   名      ―                  
撫順製紙 ―                             
松浦製紙    名      ― ―              
照国製紙    名                             
出所) 『旧満州経済統計資料』 柏書房,     年,      より作成｡
図表‒19 製紙・パルプ製造部門の主要企業 (1942年10月現在)
企業名 特殊会社 設立年 公称資本金額 払込資本金額 会社所在地 事業内容
東洋人繊株式会社                        安東市 人造繊維
錦州パルプ株式会社                       錦州市 製紙パルプ
満洲パルプ工業株式会社                       牡丹江市 パルプ
東満洲人絹パルプ株式会社                      間島省和竜県 パルプ
日満パルプ製造株式会社                       新京特別市 パルプ
東洋パルプ株式会社                       間島省汪清県 パルプ
康徳葦パルプ株式会社                      奉天市 パルプ
満洲豆稈パルプ株式会社 準特殊                       新京特別市 パルプ
鴨緑江製紙株式会社                      安東市 製紙
満洲特殊製紙株式会社 準特殊                      新京特別市 古紙回収・製紙
満洲紙工株式会社                      奉天市 製紙
六合製紙株式会社                      安東市 製紙
安東造紙株式会社                      安東市 煙草用紙製造
満洲製紙株式会社                      奉天市 製紙






せた企業が少なくない｡ その点を    年６月現在のデータを捕捉できる 『満洲鉱工年鑑』 康徳  年版で確認しておく｡ 払込資本金額を増大した企業は東満洲人絹パルプ (    万円), 満洲
パルプ工業 (    万円), 東洋パルプ (    万円), 満洲特殊製紙 (   万円), 満洲製紙 (   
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  ) 『東洋紡績七十年史』 東洋紡績株式会社,     年,       ‒   ｡  ) 『満洲経済』 第５巻第１号,     年,      ‒  ｡  ) 南満洲鉄道株式会社 『満洲産業事情 昭和十六年版』,     年,     ｡
                                                                
因が複合して構造的衰退過程に入った  )｡     年代の豆粕生産の動向を見ると,     年 (    










る｡ しかし, 第１次大戦後の不況の中で神戸の小寺洋行の経営状態が悪化したため, 油房と同
洋行の経営を分離することを目的に    年  月に営口小寺機器油房が資本金   万円の株式組
織に改組される｡ 他方,     年に水圧式工場として開設された大連製油所は, この神戸小寺洋
行の経営悪化の影響を受けて経営状態を悪化させた  )｡ また, 小寺洋行による油房の設立に刺
激されて三井物産が設立するのが三泰油房である  )｡ 三泰油房は    年５月に三井物産と営口









た｡ 同社は製油工場と硬化油工場を有したが, 製油事業は ｢満洲各地油房業者と同様苦境にあ
満洲の化学工業 (上)    
  ) 満史会編, 前掲 『満洲産業開発四十年史』 下巻,     年,       ‒   ｡  ) 同上,      ｡  ) こうした油房に関しては, 南満洲鉄道株式会社東亜経済調査局, 前掲 『内地化学工業に対する満洲
の価値』,      ‒  , を参照｡  ) 伊藤武一郎 『成功せる事業と人物』 満洲十年史刊行会,     年, (晧星社復刻版,     年),      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,       ‒   ｡  ) 小峰和夫, 前掲 ｢日本商社と満洲油房業｣,     ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,       ‒   ｡  ) 南満洲鉄道株式会社 『南満洲鉄道株式会社十年史』,     年,      ｡
                                                                
り殆ど採算上引合いたる時機なく｣ 欠損を続けた  )｡ このため大連油脂工業は    年５月に資
















進出する  )｡ しかし, 同社は ｢財界不況に加ふるに大豆不良の為油房業の成績思はしからず採
算困難となれる｣ 上に,   年に大連工場が火事に罹災し休業状態に陥って以降操業再開をする
ことなく終わった  )｡ これら以外に    年２月には長春において資本金   万円で満洲製油株
式会社 (  万円払込) が,     年２月には哈爾濱において北満製油株式会社が設立される｡ な
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  ) 南満洲鉄道株式会社, 前掲 『南満洲鉄道株式会社第三次十年史』 上巻,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,       ‒   ｡  ) 『日本油脂三十年史』,     年,       ‒   ｡  ) 同上,       ‒   ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社, 前掲 『南満洲鉄道株式会社第三次十年史』 上巻,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,       ‒   ｡
                                                                
追い込まれた企業も少なくなかった｡     年代の後半期に小規模な油房の法人設立が増加する





ある｡ その代表的企業として日清製油株式会社について簡単に言及しておく｡ 日清製油は,    年３月に資本金   万円 (  万円払込) で日本法人の日清豆粕製造株式会社として設立さ










用および加工業｣ と拡大した  )｡ これ以降の同社の経営状態は全体的には良好で,   ％前後の
配当を実現していた  )｡ 日清製油は    年９月に満洲国法人として株式会社日清棧を資本金   
万円 (  万円払込) で新京特別市に設立した｡ 同社は日清製油大連支社の管轄下にあった哈爾
浜, 四平街, 新京各出張所の業務を継承して設立されたものであった｡ 社長は日清製油社長の





























造企業として設立される｡ 資本の   ％を満鉄が出資し, その他に鈴木商店, 日本油脂, 三井
物産, 三菱商事などが出資していた  )｡ 同社が大豆化学工業に先鞭を付したことは間違いない
が, その中心業務は搾油率の上昇や豆粕利用に止まり, 大豆蛋白質や副産物の本格的工業化に
着手したものではなかった  )｡ しかし, 大豆蛋白の化学的加工研究が進展し, これを原料とす
る角質物や羊毛代用繊維の製造法などが開発される｡ こうした応用技術の発展から関係会社を
中心とする出資により    年６月に資本金    万円で満洲大豆化学工業 (   万円払込) が設
立される｡ 出資は満洲特産専管公社を中心に日本油脂, 新興人絹, 東洋紡績, 呉羽紡績, 東洋
絹織, 鈴木食料工業, 大日本セルロイド, 豊年製油, 鐘淵実業, ライオン油脂, 大日本油脂,
昭和産業, 三井物産, 三菱商事の日本有力な需要メーカー  社の共同出資であった   )｡ 同社は
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  ) 満史会編, 前掲 『満洲産業開発四十年史』 下巻,     年,      ｡  ) 南満洲鉄道株式会社調査課, 前掲 『満洲に於ける油坊業』,       ‒   ｡  ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,      ｡  ) 満史会編, 前掲 『満洲産業開発四十年史』 下巻,     年,      ｡  ) 工業化学会満洲支部編, 前掲 『満洲の資源と化学工業 増訂改版』,       ‒   ｡   ) 前掲 『満洲国現勢 康徳九年版』,      ｡
                                                                
満洲大豆工業の大連におけるアルコール抽出工場を買収・統合し, 新たに連結低温抽出工場を
設置した   )｡ これにより    年  月に満洲大豆工業は解散する   ) ｡ 満洲大豆化学工業は人造










公司, 旅順の山口洋行などがあった｡ しかし, この時期の石鹸工業は満洲の主として洗濯石鹸
需要の一部を供給するに止まる   )｡ 満洲において石鹸工業がその供給力を増大するのは, 満洲
国の成立後に硬化油工業の満洲油脂が資本金  万円の奉天石鹸株式会社を買収し生産高を拡大


































円の奉天満洲ペイント株式会社 (全額払込) として法人化される   )｡ また,     年  月に日本
ペイント株式会社が奉天に日本ペイント製品販売株式会社を設立し,   年３月には資本金   
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   ) 『日本ペイント百年史』,     年,       ‒   ｡   ) 『明日を彩る 関西ペイント六十年のあゆみ』,     年,      ‒  ｡   ) 宮本惇夫 『くらしと産業を彩る 神東塗料物語』 日本工業新聞社,     年,      ‒  ｡   ) 『満洲経済』 第４巻第７号,     年,     ｡   ) 前掲 『明日を彩る 関西ペイント六十年のあゆみ』,     ｡   ) 満洲鉱工技術員協会編, 前掲 『満洲鉱工年鑑 康徳九年版』,      ｡ 『満洲経済』 第４巻第７号,    年,      ‒  ｡
                                                                
油脂工業部門の法人企業総数は, 確認し得た限りで   社が存在する｡ これを分野別に区分す







数は    社あり, そのうち化学工業企業は   社である｡ 満洲大豆化学工業は全体で  位, 化
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   ) 『大日本セルロイド株式会社史』,     年,      ｡
図表‒20 油脂製造部門の主要企業 (1942年10月現在)
企業名 特殊会社 設立年 公称資本金額 払込資本金額 会社所在地 事業内容
満洲大豆化学工業株式会社 準特殊                       新京特別市 大豆化学工業
満洲油脂株式会社                      奉天市 硬化油工業
満洲棉実工業株式会社                      遼陽市 製油業
株式会社三泰油房                      大連市 製油業
満洲関西ペイント株式会社                      奉天市 塗料工業
日本ペイント株式会社                      奉天市 塗料工業
満洲ペイント株式会社                      大連市 塗料工業
満洲油脂工業株式会社                      哈爾浜市 硬化油工業
満洲神東塗料株式会社                      奉天市 塗料工業
康徳製油株式会社                      営口市 製油業
営口小寺機器油房株式会社                      営口牛家屯 製油業
南満洲物産株式会社                      大連市 製油業















   ) 同上,       ‒   ｡   ) 同上,      ｡   ) 三井文庫編 『三井事業史』 本編第３巻下,     年,       ‒   ｡
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